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明石市地域自立支援協議会 < こども部会 > 

平成 30 年度 ( 2018 年度 ) 活動報告書 資料編 

( 令 和 元 年 ( 2019 年 ) ８ 月  第 １ 版 ) 
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【 管理番号 068 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

こども部会長の飯塚です。いつもご協力をいただき感謝して 

おります。 

 さて、こども部会は平成26年度から始動し、まもなく６年目を

迎えようとしています。 

 この間にたくさんの事業所が開所され、児童通所サービス等事業所 

連絡会をはじめとするワーキング活動にも参加してくださり、おか

げさまで活気づいています。 

 これからも、顔の見える関係をとおして、さらなる協力体制の強化 

につなげ、こどもたちの支援に活かしていきたいと思っています。 

また、いろいろな障がいのあるこどもたちの暮らしについて 

理解し、すべてのこどもたちが暮らしやすい明石になることを 

願っています。もちろん「10,000人メッセージプロジェクト」を 

通じて、地域の方の理解が深まることも大きなねらいです。 

みなさまと一緒にすばらしい明石を創っていきましょう。 

これからもよろしくお願いいたします。 

 

 
 
 
 
 
 
▼ 明石市地域自立支援協議会では、「ソー

シャル・インクルージョン（社会的包摂）」
の理念のもと、障がいがあってもなくて
も、「誰もが しあわせ に 暮らすこと
のできる社会」・「ともに育つ社会」の実
現に向けて、10,000人を目標に、「ビデ
オ（映像）メッセージ」を募集していま
す。 

 
▼障がいがあってもなくても、「誰もがし

あわせに暮らすことのできる社会」への
メッセージをいただける方であれば、明
石に住んでいても、住んでいなくても、
どなたでも参加OKです。 

 
ゃ 

しゃかい 
◎ みんなの力で明日の「 明 石 」をつくりましょう！   ＹｏｕＴｕｂｅ 

配信中！！ 
▼メッセージの参加はこちら 

明石市基幹相談支援センター（明石市地域自立支援協議会 運営会議 事務局） 
〒673-0037 明石市貴崎1丁目５－１３ 明石市立総合福祉センター内 
電話：０７８－９２４－９１５５ ファクシミリ：０７８－９２４－９１３４ 

   
【 こども部会 児童通所サービス等事業所連絡会 】 ☆彡 毎月第３火曜日 に 開催します ☆彡   

 

平成３０年度 明石市地域自立支援協議会 
 

こども部会 リポート Ｖｏｌ.10 平成31（2019）年３月11日 
 

発 行 元：明石市地域自立支援協議会 こども部会 事務局（ 明石市基幹相談支援センター ） 
 

住 所：明石市貴崎１丁目５番13号（ 明石市立総合福祉センター １階 ）  
電話番号：０７８－９２４－９１５５ ファクシミリ：０７８－９２４－９１３４ 

 

【 意見投稿用アドレス 】 akashi_jiritsushien＠yahoo.co.jp 

会員専用のメールアドレスをご用意していますので、皆様からの情報提供やご意見をお待ちしています。 

こども部会 部会長 
飯 塚 由美子 

（ 明石市立 

あおぞら園・きらきら 施設長 ） 

「 10,000人メッセージプロジェクト」 
Project to Enlighten with 10,000 Messages.  
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「地域自立支援協議会」は、障害者総合支援法に基づき、障がいのある人が暮らし 

やすい地域づくりを目標にして、障がい者・児福祉に関わる関係者があつまり協議を 

おこなう場です。 

「明石市地域自立支援協議会」は、平成22年２月に発足し、活動してきました。 
 

障がいのある人のさまざまなニーズに対応していくためには、保健・医療・福祉・教育・

就労等の多くの分野・多職種により、多様な支援が連携して、一体的かつ継続的におこな

わなければなりません。 
 

障がいがあっても、なくても、誰もがしあわせに暮らすことのできる「明石（しゃかい）」

となるために、明石市地域自立支援協議会・専門部会（くらし部会・しごと部会・こども

部会）は、知恵を出し合い、しっかりと考え、発信を続けていきます。 
 

みんなで 明日 の「 明石（しゃかい） 」を つくりましょう ！！ 
 

▼「 明石市地域自立支援協議会 の ホームページ 」を開設しています！ 
 

▼ ＵＲＬ http://www.akashi-jiritsushien.jp/ 

「 明石 自立支援協議会 」のキーワードにて、ウェブ検索をすることができます。 
 
 

 

 

 

 

 
 
◎ < 明石市基幹相談支援センター 兼 障害者虐待防止センター > は、平成24年10月１日から明石市より 

委託を受けた相談支援機関です。運営は、< 社会福祉法人 明石市社会福祉協議会 > がおこなっています。 
 
◎ 「くらし部会」・「しごと部会」・「こども部会」の専門部会活動 や「 運営会議 」は、明石市より、< 社会福祉法人 

明石市社会福祉協議会 (明石市基幹相談支援センター) > が委託を受け、事務局として企画・運営をすすめています。  

 
【 お問い合せ先 】 

 
  

明石市基幹相談支援センター 兼 障害者虐待防止センター 
( 明石市地域自立支援協議会 運営会議・専門部会 事務局 ) 
( 社会福祉法人 明石市社会福祉協議会 ) 
明石市貴崎１丁目５番13号 ( 〒673-0037 ) 

( 明石市立総合福祉センター内 ) 
電話 078-924-9155 ／ ファクシミリ 078-924-9134 

 

明 石 市 地 域 自 立 支 援 協 議 会 

▲ 明石市地域自立支援協議会ＨＰ 

▲ 平成30年度の構成 
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▲ ＵＲＬ　http://www.akashi-jiritsushien.jp/



 ｍ 

【お問い合わせ先・連絡先】 

明石市基幹相談支援センター兼障害者虐待防止センター（担当：松本・柴田） 

(社会福祉法人 明石市社会福祉協議会)（明石市地域自立支援協議会 こども部会 事務局） 

〒673-0037 明石市貴崎１丁目５番１３号（明石市立総合福祉センター内） 

ＴＥＬ：078-924-9155／ＦＡＸ：078-924-9134 

Project to Enlighten with 10,000 messages 

<明石市地域自立支援協議会こども部会> では、「ソーシャル・インクルージョン（社会的包摂）」の理念のもと 

障害の有無に関わらず、「すべてのこども達がしあわせに暮らすことのできる社会」「共に育つ社会」の実現に向けて 

皆様から 10,000 人を目標に啓発メッセージを募集しています。 

あなたの一歩とメッセージが明日をつくる！10,000 人のメッセージリレーの輪を広げましょう！ 

「誰もが住みやすい明石（しゃかい）」を目指して頂ける明石市在住・明石市外在住の方どなたでも参加ＯＫです！！ 

「今からでも遅くない、わたしたちにできること」 

「こども達の可能性を信じる！」 

「正しい知識を知る！」 

「もし自分だったらって思う！」 

「個性を尊重して認め合う！」 

「知らないフリをしない！」 

「みんな友達！」 

「みんなで仲良くする！」 

「いじめは許さない！」  

【参加実績】 明石浦漁港の皆様   株式会社神姫バス明石営業所様   戎 FORTIFICAR BOX 戎岡彰会長    明石市立明石商業高等学様 
  社会福祉法人三田谷治療教育院様／平成２８年度明石市立あおぞら園保護者の皆様／焼肉七輪神戸大蔵谷店様／有限会社魚莉商店様 他 

※みなさまよりいただいたメッセージは、映像資料として広

く市民に啓発すべく、多数カ所において多数回数の放送（有

線・無線）（ネットワーク等を通じての放送をできる状態を

含む）、上映、公開させていただくことについてご了承をお

願い致します。 

よびかけ：明石市地域自立支援協議会こども部会 4



 

※みなさまよりいただいたメッセージは、映像資料として広く市民に啓発すべく、多数カ所において多数回数の放送（有線・無線）（ネットワーク等 

を通じての放送をできる状態を含む）、上映、公開させていただくことについてご了承をお願い致します。 

10,000 人メッセージプロジェクトの 

存在を知り、こども達の幸せな未来の 

実現に向けて参加の意志を固める！！ 

メッセージについては手話やメッセージボード等 

での参加も受付けております！！ 

明石市基幹相談支援センターの担当者から 

参加に向けての詳細をお伝えします。 

担当者がお伺いして撮影するか自主制作で 

あなたの優しいメッセージを動画か写真に 

収めましょう！！ 

メッセージプロジェクトの 

参 加 方 法 

自主制作に関してのお願い 

●動画でのメッセージ収録に関しては会話にならないように出来る限り、簡単明瞭で大きな声での 

メッセージをお願いします。また、メッセージの言い始めと終わりに約３秒程度間隔をあけて 

ご発声していただくと大変、編集がしやすいです。※手話も同様に前後の間隔をあけてください。 

●スマートフォンを使用する際は、横向きでの撮影をお願いします。 

●あなたのメッセージを収録した動画や画像データをお問い合わせ先にお送りください。 

※動画形式に関しては AVI、MP4、MOV、MPEG、MKV、WMV、FLV、ASF 等に対応しています。 

気持ちが冷めないうちにお問い合わせ先の 

明石市基幹相談支援センターに電話かファックス 

にて「メッセージ参加希望」をご連絡！！ 

あなたのメッセージが明日の明石をつくります！！ 
10,000人のメッセージリレーの輪を広げましょう！ 

しゃかい 

国籍問わず明石市在住・明石市外在住の方

どなたでも、ご参加 OK です！！ 

① ② ③ 

こえ        手話      メッセージボード 

10,000人メッセージプロジェクト 

マスコットキャラクター 
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。
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平成 30 年度 ( 2018 年度 ) 「 ワンポイントレッスン 」 の あらまし  

こども部会 ワンポイントレッスン・研修委員会 
( 平成31年(2019年)３月 作成 ) 

 
実 施 日 テーマ ・ 研修名 研 修 内 容 講 師 名 

５／15（火） 
ワンポイントレッスン・ 

研修のあらまし 
 

ワンポイントレッスン・ 

研修委員会 

６／19（火） 

子どもたちの 

苦手な部分の対応 

 － 事例紹介 － 

事例紹介から学ぶ 
子どもたちの苦手な部分の対応 

浅 原 奈緒子 氏 

(株式会社 

ソワサポート 代表) 

７／10（火） 思春期とことばかけ 

子どもへの関わり 

～ 思春期 ＆  

ことばかけ ～ 

杉 下 味 香 氏 
( 一般社団法人 
こころ相談研修センター 
児童発達支援・ 
放課後等デイサービス 

ｆｅｅｌ 
学校訪問支援 

ｃｏｎｎｅｃｔ 
代表理事 ) 

８月    

９／11（火） 防災研修 

あかし出前講座（ 90分 ） 

『災害への備えなどを学ぶ 

「 防災研修 」 』  

明石市総務局 

総合安全対策室 

10／16（火） 

保育所等訪問支援事業 

における支援について 

－ ２つの事例をとおして － 

２つの事例を通して学ぶ 

保育所等訪問支援事業 

山 本 貴 世 氏 
(明石市立 
あおぞら園副施設長 
保育所等訪問支援事業 
児童発達支援管理責任者) 

11／20（火） 作業療法士からの視点 
「 『 できない 』の見方 

不器用さから考える 」             

山 本 康 典 氏 
( 明石市立 ゆりかご園 

主任作業療法士 
児童発達支援管理責任者) 

12／18（火） 保護者の思いを聴く 

『 障がいがあるこどもを 

育てるご家族のみなさま 

 の 思い を 聴く 』 

障害のある 

子供の保護者の会 
 

らくらく 

１／23（水）

(※) 
聴覚障害者の立場から 

『 聴 覚 障 害 者 の  
立 場 か ら 』 

～聴覚障害の理解を 
深めるために。 

聞こえないことを知る。～ 

涌 井 由賀里 氏 

( 明石ろうあ協会 

会 長 ) 

２／19（火） 言語聴覚士からの視点 
『 保育の中での 

コミュニケーション支援 』 

泉  和 男 氏 
(相談支援事業所シーム 
相談支援専門員・ 

言語聴覚士 ) 

３／12（火） 
平成30年度(2018年度)

の ふりかえり 

地域自立支援協議会の 

仕組みと機能 

ワンポイントレッスン・ 

研修委員会 
 
  ＊ 平成31年(2019年)年１月は、「聴覚障害者の立場」からのお話です。 
  ＊ 保護者の話を聴く機会は、ワンポイントレッスンの後に随時実施します。 
  ＊ ワンポイントレッスンの所要時間は、質疑応答含め30分から40分とします。  

※ 平成31年(2019年)１月は、１月23日(水)に開催します。
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明 石 市 地 域 自 立 支 援 協 議 会  こ ど も 部 会  

平 成 30年 度  第 １ 回  児 童 通 所 サ ー ビ ス 等 事 業 所 連 絡 会 
 

平成30年４月17日（火）午前10時00分より 
明 石 市 立 市 民 会 館 （ ア ワ ー ズ ホ ー ル ） 
１ 階  第 １ ・ 第 ２ 会 議 室 

 

１．はじめに 

   明石市地域自立支援協議会 こども部会 部会長 飯 塚 由美子 
（ 明石市立 あおぞら園・きらきら 施設長 ） 

 
 

２．児童通所サービス等事業所連絡会（ ＝ 定例の連絡会 ） 
 

【 連絡会・意見交換会 】 

（１） 平成30年度 < こども部会 > の 活動について 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 『 あかし児童通所サービス等ガイドブック【第２版】 』の配布について 
 
 
 
 
 
 
 

（３） 各団体・事業所等のみなさんよりご案内 
 
 
 
 
 
 
 
 （４） 今後の取り組み・スケジュール 等 について 
 
 
 
 
 
 
 

（５）その他 
 
 
 
 
 
 
 

３．次回開催日・今後のスケジュールについて 
 

▼ 児童通所サービス等事業所連絡会 
 
  【 次 回 】<平成30年度> 第２回 児童通所サービス等事業所連絡会（ ＝ 定例の連絡会 ） 
 

・日 時：平成 30 年 ５ 月 15 日（火） 午前10時00分 より 正午 まで 

・場 所：明石市立市民会館（アワーズホール）１階 第１・第２会議室 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 
 ▼ こども部会 本会議（第１回） ※ こども部会委員が出席します。 
   ・日 時：平成 30 年 ５ 月 ９ 日（水） 午前10時00分より 

・場 所：明石市立勤労福祉会館 ２階 第５会議室 
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明 石 市 地 域 自 立 支 援 協 議 会  こ ど も 部 会  

平 成 30年 度  第 ２ 回  児 童 通 所 サ ー ビ ス 等 事 業 所 連 絡 会 
 

平成30年５月1５日（火）午前10時00分より 
明 石 市 立 市 民 会 館 （ ア ワ ー ズ ホ ー ル ） 
１ 階  第 １ ・ 第 ２ 会 議 室 

 

１．はじめに 

   明石市地域自立支援協議会 こども部会 部会長 飯 塚 由美子 
（ 明石市立 あおぞら園・きらきら 施設長 ） 

 
 

２．児童通所サービス等事業所連絡会（ ＝ 定例の連絡会 ） 
 
【 第１部 】 「 ワンポイントレッスン・研修委員会 」よ り 
 
 
 
 
 

【 第２部 】 「 明石市第５次障害者計画 」の策定にむけて 
 
 
 
 
 

【 連絡・意見交換 】 

（１） 障害福祉サービス等報酬改定後の運営についての意見交換 
 
 
 
 

（２） こども部会の重点活動とワーキンググループ（プロジェクト等）について 
 
 
 
 

（３） 各団体・事業所等のみなさんよりご案内 
 
 
 
 
 （４） 今後の取り組み・スケジュール・その他について 
 
 
 
 

３．次回開催日・今後のスケジュールについて 
 

▼ 児童通所サービス等事業所連絡会 
 
  【 次 回 】<平成30年度> 第３回 児童通所サービス等事業所連絡会（ ＝ 定例の連絡会 ） 
 

・日 時：平成 30 年 ６ 月 1９ 日（火） 午前10時00分 より 正午 まで 

・場 所：明石市立市民会館（アワーズホール）１階 第１・第２会議室 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 

▼ 明石市地域自立支援協議会（全体会）（第１回） 

   ・日 時：平成 30 年 ７ 月 ４ 日 （水）午 後（ 予 定 ） 

   ・場 所：未 定 

◎ 事前に申し込むことにより、傍聴することができます。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
 ▼ こども部会 本会議（第２回） ※ こども部会委員が出席します。 
    ・日 時：平成 30 年 ７ 月 １１ 日（水） 午前10時00分より（ 予 定 ） 

・場 所：明石市立市民会館 第４会議室 
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明 石 市 地 域 自 立 支 援 協 議 会  こ ど も 部 会  

平 成 30年 度  第 ３ 回  児 童 通 所 サ ー ビ ス 等 事 業 所 連 絡 会 
 

平成30年６月19日（火）午前10時00分より 
明 石 市 立 市 民 会 館 （ ア ワ ー ズ ホ ー ル ） 
１ 階  第 １ ・ 第 ２ 会 議 室 

 

１．はじめに 

   明石市地域自立支援協議会 こども部会 部会長 飯 塚 由美子 
（ 明石市立 あおぞら園・きらきら 施設長 ） 

 

２．児童通所サービス等事業所連絡会（ ＝ 定例の連絡会 ） 
 
【 ワンポイントレッスン 】 
 

◎ 「 子どもたちの苦手な部分への対応の事例紹介 」 
 

ソワサポート 代 表  浅 原 奈緒子 氏 
 
 

【 連絡・意見交換 】 

（１） 「 明石市地域防災計画 」及び「 明石市水防計画 」並びに、 

「 明石市地域防災計画要配慮者避難支援計画 」等 について 
 

▼「 明石市地域防災計画 」及び「 明石市水防計画 」が掲載されているホームページ 

https://www.city.akashi.lg.jp/anzen/shise/gyose/kekaku/chiikibosai.html 
 

▼「 明石市地域防災計画要配慮者避難支援計画 」等 が掲載されているホームページ 

https://www.city.akashi.lg.jp/fukushi/fu_soumu_ka/shise/koho/oshirase/h25/youenngosya.html 
 
 
 

（２） 各団体・事業所等のみなさんよりご案内 
 
 

（３） 「 Ｗｉｎｄｏｗｓ７ 」 の サポート終了について 
 

▼「 Ｗｉｎｄｏｗｓ７ 」 の サポート終了 について掲載されているホームページ 

https://www.microsoft.com/ja-jp/atlife/article/windows10-portal/eos.aspx 
 

 
 
 （４） 今後の取り組み・スケジュール・その他について 
 
 
 

３．次回開催日・今後のスケジュールについて 
 

▼ 児童通所サービス等事業所連絡会 
 
  【 次 回 】<平成30年度> 第４回 児童通所サービス等事業所連絡会（ ＝ 定例の連絡会 ） 
 

・日 時：平成 30 年 ７ 月 10 日（火） 午前10時00分 より 正午 まで 

・場 所：明石市立市民会館（アワーズホール）１階 第１・第２会議室 

・ワンポイントレッスン 

児童発達支援・放課後等デイサービス ｆｅｅｌ  杉 下 味 香 氏 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

▼ 明石市地域自立支援協議会（全体会）（第１回） 

   ・日 時：平成 30 年 ７ 月 ４ 日 （水） 14時00分より 

   ・場 所：明石市立市民会館（アワーズホール）１階 

・議 事： 「 明石市第５次障害者計画 」の策定について 等 

◎ 事前に、明石市障害福祉課に申し込むことにより、傍聴することができます。 
 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
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明
石
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援
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会
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ど
も
部
会

ソ
ワ
サ
ポ
ー
ト

浅
原

奈
緒
子

子
ど
も
た
ち
の
苦
手
な
部
分
へ
の
対
応

ー
事
例
紹
介

ー

平
成
30
年
６
月
1
9日
(火
)

ど
ん
な
子
ど
も
た
ち

小
学

5年
生
・
発
達
に
凸
凹
が
あ
る
子
ど
も

得
意
な
こ
と
と
苦
手
な
こ
と
の
差
が
大
き
い

直
方
体
の
体
積
・
た
て
×
横
×
高
さ
が
わ
か
ら
な
い

自
分
で
体
験
す
る

わ
か
る
方
法
で
教
え
て
も
ら
う
と
で
き
る
こ
と
が
増
え
る



ど
ん
な
子
ど
も
た
ち

発
達
が
緩
や
か
な
子
ど
も

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
困
難
が
見
ら
れ
る

誰
に
は
な
し
て
い
る
の
？

お
か
あ
さ
ん

わ
た
し

私
た
ち
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
難
し
い

意
図
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
を
確
認
し
な
が
ら
伝
え
る

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の
診
断
を
受
け
て
い
る

A
く
ん

20
14

.3
.1

0（
月
）

Aく
ん
小
学
４
年
生

・
お
母
さ
ん
の
お
迎
え
の
時
間
が

Aく
ん
に
正
確
に
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

5時
15
頃
、

Aく
ん
が
「
お
母
さ
ん
は

5時
30
分
に
来
る
」
と
言
っ
た
。

ス
タ
ッ
フ
が
、
お
母
さ
ん
が
書
い
た
連
絡
帳
を
確
認
し
、
「
お
母
さ
ん
は
６
時
に

迎
え
に
来
る
よ
」
と

Aく
ん
に
伝
え
る
。

Aく
ん
と
ス
タ
ッ
フ
が
言
い
合
い
に
な
る
。



事
実

お
母
さ
ん
は
「

5時
30
分
に
米
山
小
児
科
に
診
察
券
を
入
れ
て
、
コ
ッ
コ
ロ
に
迎
え
に

行
く
」
と

Aく
ん
に
伝
え
た
が
、

Aく
ん
は
そ
れ
を
「

5時
30
分
コ
ッ
コ
ロ
に
迎
え
に
来

る
」
と
思
っ
た
。

考
え
ら
れ
る
こ
と

も
し
か
し
た
ら
、
情
報
収
集
の
苦
手
さ
か
ら
、
音
声
を
と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
受
け
取
り
、

「
5時
３
０
分
」
、
「
米
山
先
生
」
も
し
く
は
「
＊
＊
＊
」
、
「
診
察
券
」
も
し
く
は

「
＊
＊
＊
」
、
「
コ
ッ
コ
ロ
迎
え
に
い
く
」
な
ど
と
聞
こ
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
聞
い
た
部
分
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
「

5時
30
分
に
コ
ッ
コ
ロ
に
迎
え
に
来

る
」
と
考
え
た
か
も
し
れ
な
い
。

は
っ
き
り
聞
こ
え
て
い
な
い
部
分
は
無
視
し
た
り
、
想
像
し
た
り
し
て
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
は
私
た
ち
も
あ
る
。

Aく
ん
の
気
持
ち

Aく
ん
は
、
お
母
さ
ん
か
ら
自
分
が
得
た
情
報
を
正
し
い
と
信
じ
て
い
る
。

情
報
は
正
し
く
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
自
分
の
記
憶
を
信
じ
て
い
る

Aく
ん
は
簡

単
に
は
フ
タ
ッ
フ
の
言
う
こ
と
を
き
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
場
で
の
対
応

ス
タ
ッ
フ
が
お
母
さ
ん
に
電
話
を
し
て
、
何
時
に
お
迎
え
に
来
る
か
を

Aく
ん
に
確
認

し
て
も
ら
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
対
応

周
り
か
ら
の
支
援

・
こ
れ
か
ら
お
迎
え
の
時
間
が
変
わ
る
時
や
、
な
に
か
い
つ
も
と
違
う
こ
と
が
あ
る

と
き
は
、
メ
モ
し
て

Aく
ん
に
渡
し
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
お
母
さ
ん
へ
伝
え
た
。

Aく
ん
が
自
立
す
る
た
め
の
支
援

・
お
迎
え
の
時
間
等
を
お
母
さ
ん
か
ら
聞
い
た
と
き
は
「
時
間
を
メ
モ
し
て
ほ
い
」

等
と
言
え
る
よ
う
に
手
伝
っ
た
。

・
人
か
ら
情
報
を
聞
い
た
と
き
は
、
話
の
内
容
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
手
伝
っ
た
。

な
に
か
が
起
こ
っ
た
と
き

・
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
の
か
？
す
る
の
か
？
を
考
え
て
み
る
。

・
な
に
か
理
由
が
あ
る
場
合
は
多
い
。

・
間
違
っ
た
情
報
を
正
し
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
場
合
も
多
い
。

・
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

・
彼
ら
の
行
動
や
話
か
ら
、
何
を
ど
ん
な
風
に
考
え
て
い
る
の
か
見
当
を
つ
け
る
。

・
彼
ら
が
理
解
す
る
方
法
を
使
っ
て
情
報
を
伝
え
る
。
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療
育
実
践
：
環
境
を
整
え
る

・
集
中
し
や
す
い
場
所

・
物
の
置
き
場
所
を
は
っ
き
り
さ
せ
る

・
視
覚
に
よ
る
理
解
を
促
す

（
実
物
、
カ
ー
ド
の
利
用
な
ど
、
そ
の
子
ど
も
が
理
解
で
き
る
も
の
）

・
終
わ
り
が
わ
か
る
よ
う
に
す
る

（
「
な
く
な
っ
た
ら
終
わ
り
」
「
あ
と
３
回
」
な
ど
と
予
告
）
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あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

参
考
文
献

・
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ル

ー
親
と
専
門
家
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

ロ
ー
ナ
・
ウ
イ
ン
グ
、
東
京
書
籍
株
式
会
社

・
内
山
伊
知
郎
ら
著

「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
育
む
発
達
科
学
」

北
大
路
書
房

・
特
別
支
援
教
育
の
理
論
と
実
践

上
野
一
彦
ほ
か

金
剛
出
版

・
永
井
洋
子
、
太
田
昌
孝
「
太
田
ス
テ
ー
ジ
に
よ
る
自
閉
症
療
育
の
宝
石
箱
」
日
本
文
化
科
学
社
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３ 内陸部地震の被害想定 

（１）被害想定の条件 

ア 風速  6.0ｍ/ｓ以上 

イ 地震の発生時期 

季節・時刻による変動が大きい。次項の想定結果における季節・時刻は下

記のとおり。 

① 季節  冬 

② 時刻  建物倒壊：５時～６時  火災：18 時～19 時 

 

（２） 想定結果（兵庫県の被害想定のうち、明石市に大きな被害を及ぼす主な地

震） 

ア 建物被害 

 

 
全壊棟数 半壊棟数 焼失棟数 

有馬－高槻断層帯地震 
全    県 

(うち明石市) 

160,939 

(  2,514) 

192,336 

(  9,959) 

9,074 

(    101) 

六甲・淡路島断層帯地震 

（六甲山地南縁－淡路島東岸） 

全    県 

(うち明石市) 

389,323 

( 35,199) 

236,488 

( 21,459) 

12,051 

(    540) 

山崎断層帯地震 

（主部南東部・草谷断層） 

全    県 

(うち明石市) 

178,547 

( 21,327) 

194,142 

( 23,073) 

2,087 

(    390) 

中央構造線断層帯地震 

（金剛山地東縁－和泉山脈南縁） 

全    県 

(うち明石市) 

6,931 

(    726) 

36,033 

(  4,232) 

852 

(     28) 

大阪湾断層帯地震 
全    県 

(うち明石市) 

79,316 

( 11,948) 

126,674 

( 18,598) 

4,657 

(    400) 

明石市直下地震 
全    県 

(うち明石市) 

21,246 

(  7,082) 

66,737 

( 16,135) 

1,395 

(    254) 

 

イ 人的被害 

 

 
死者数 負傷者数 うち重症者数 避難者数 

有馬－高槻断層帯地震 
全    県 

(うち明石市) 

10,596 

(    152) 

46,903 

(  1,830) 

11,358 

(    146) 

951,196 

( 24,166) 

六甲・淡路島断層帯地震 

（六甲山地南縁－淡路島東岸） 

全    県 

(うち明石市) 

23,671 

(  2,140) 

43,315 

(  2,574) 

27,748 

(  2,202) 

1,903,597 

(150,766) 

山崎断層帯地震 

（主部南東部・草谷断層） 

全    県 

(うち明石市) 

10,911 

(  1,336) 

34,329 

(  4,051) 

8,332 

(  1,356) 

672,830 

(107,710) 

中央構造線断層帯地震 

（金剛山地東縁－和泉山脈南縁） 

全    県 

(うち明石市) 

343 

(     39) 

6,275 

(    680) 

276 

(     37) 

83,246 

(  8,981) 

大阪湾断層帯地震 
全    県 

(うち明石市) 

5,099 

(    749) 

39,410 

(  5,163) 

5,791 

(    739) 

529,103 

( 69,438) 

明石市直下地震 
全    県 

(うち明石市) 

1,369 

(    438) 

15,315 

(  3,689) 

1,476 

(    428) 

198,539 

( 49,077) 
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４ 兵庫県南部地震の被害状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）地震の概要 

ア 発生年月日 平成７年 (1995 年) １月 17 日（火）午前５時 46 分 

イ 地震名     平成７年 (1995 年) 兵庫県南部地震 

ウ 震源地     淡路島北部 北緯 34 度 36 分 東経 135 度 02 分 

エ 震源の深さ 16ｋｍ 

オ 規模（Ｍ） 7.3 

カ 最大加速度 818gal（南北成分、神戸海洋気象台） 

キ 最大震度   神戸市、芦屋市、西宮市、宝塚市、北淡町、一宮町、津名町の一部で

震度７ 

 

（２）本市の被害状況 

ア 人的被害   死  者      26 人（市内 11 人、市外 15 人) 

           負 傷 者   1,884 人 (重傷 139 人、軽傷 1,745 人) 

イ 住宅被害   全壊家屋   2,941 棟   4,239 世帯 

           半壊家屋   6,673 棟  10,957 世帯 

           一部破損  21,370 棟  35,618 世帯     

            計    30,984 棟  50,814 世帯 

ウ 避難者    最大時    3,369 人(23 ケ所)  平成７年４月 16 日避難所閉鎖 

エ ライフライン被害   水    道  78,000 世帯 平成７年１月 31 日復旧 

               電    話    800 回線 平成７年１月 17 日中に復旧 

               電    気   全戸停電   平成７年１月 17 日中に復旧 

               都市ガス  24,200 世帯 平成７年２月 21 日復旧 

オ 公共施設の被害    天文科学館、市民会館、全学校園、錦江橋、林崎漁港、 

               ため池等約 191 億円 

カ 商工業関連の被害   被害額 約 250 億円（建物、機械設備等の直接被害のみ） 
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第４章 風水害被害の想定 

第１節 風水害の危険性 

風水害としては、梅雨前線による集中豪雨と台風による風水害が想定される。 

台風は、1981 年～2010 年の平均で年に約 26 個発生し、うち約３個が本土に上

陸している。 

台風には風台風、雨台風と呼ばれるものがある。特に雨台風は、台風自体がそ

ういう性格を持っているのではなく、梅雨前線や秋雨前線が台風の進行方向前面

にあるときには、前線北側の寒気との接触で大雨となるケースが多い。 

また、台風が北東に進んだ場合、昭和 9 年に阪神間に上陸した室戸台風のとき

の最大瞬間風速が神戸市で 33m/s、大阪市で 60m/s という例にみられるように、進

路の東側で大きくなる傾向があり、日本海の陸地に近い場所を東進した時には南

風が吹き込んで兵庫県南部の海岸部など広い範囲で塩害が起きる恐れがある。 

高潮と高波は、台風が 980hpa ぐらいまでの勢力を保って兵庫県付近を通過する

場合は警戒を要し、吹送距離（風が水面に吹きつける距離）が長くなるほど大き

くなる傾向がある。また高潮は、台風のコースによって急激に起きたり長時間に

わたったりすることがあり、ピーク時が満潮か干潮かによる違いも大きい。特に

被害という観点からは高波を伴うかどうかで破壊力が大きく異なってくる。 

（以上 兵庫県地域防災計画による） 

 

第２節 被害の想定 

被害の想定としては、本市の過去における災害、特に昭和 40 年９月の台風 23

号、24 号及び集中豪雨等による災害を参考としながら、地球温暖化によると見ら

れる豪雨災害の頻発も考慮し、短時間に集中して降る雨にも備えるものとする。 
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 〔昭和 40年台風 23号及び台風 24号による被害状況〕 

            （昭和 40年 10月 20日明石市災害対策本部調べ) 

 

概 

況 

9 月 10 日午前 10 時に明石市に上陸した台風 23 号は、約１時間半の間、市内を吹き荒れた。 

その直後の断続的な集中豪雨、更には 17 日の台風 24 号の通過までの前後７日間、本市におい

て全市域（総世帯数の約 90％) に未曾有の被害を受けた。 

気 
象 
状 
況 

台 
風 
23 
号 

  最低気圧      ９５０ｍｂ 

  瞬間最大風速     ４７ｍ／ｓ 

  最大風速       ３０ｍ／ｓ 

台 
風 
24 
号 

  最低気圧          ９７６ｍｂ 

  瞬間最大風速       ４０ｍ／ｓ 

  最大風速           ２４ｍ／ｓ 

被 

 

 

 

 

害 

 

 

 

 

状 

 

 

 

 

況 

 １ 一般被害 ③河    川 ４１，５６５ 

区 分 
総   数 ④道路橋梁 １６，０９３ 

棟 数 世帯数 人 員 ⑤公営住宅 ６，９７６ 

①死  者 － － 3 ⑥教育施設 ５８，０００ 

②負 傷 者 － － 18 ⑦ﾏﾘﾝｾﾝﾀｰ １，１００ 

③家屋全壊 88 159 524 ⑧溜  池 ３０，０００ 

④家屋半壊 371 437 1,760 合 計 １６３，１５６ 

⑤床上浸水 315 340 1,419  ３ 農畜産被害 

⑥床下浸水 3,021 3,493 15,173 区 分 被  害 （千円） 

⑦一部破損 27,558 34,505 141,229 ①水稲、かんらん等 ５１９，１９０ 

総 計 

棟    数 ３１，３５３  棟 ②にわとり等 １２，４２０ 

世 帯 数 ３８，９３４ 世帯 合 計 ５３１，６１０ 

人    員 １６０，１２６  人  ４ 水産被害 

 ２ 公的被害   区 分     被  害 （千円） 

区 分 被  害 （千円） ①漁    船          ８，０００ 

①建  物 ８，３１２  ５ 商工業被害 

②漁  港 １，１１０ ４０８，８５７ 
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